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要   旨：   最近の疫学的な証拠および動物研究で、オリーブ油摂取と各種悪性腫瘍リスク

低下との間の関連が示唆される。 
ﾊﾞｰｼﾞﾝオリーブ油の主な抗酸化化合物であるヒドロキシチロソールの、腫瘍細

胞の増殖、アポトーシスおよび細胞周期に対する作用を、本研究で評価する。 
 

ヒドロキシチロソールは、ヒト骨髄性白血病細胞HL60および結腸腺がん細胞
HT29とそのクローン 19Aの両方とも増殖を抑制した。 
細胞増殖を 50%抑制するヒドロキシチロソール濃度は、HL60で約 50μmol/l、

HT29とクローン 19Aでは約 750μmol/lであった。 
50～100μmol/lの濃度範囲で 24時間インキュベーション後にヒドロキシチロ
ソールはかなりのアポトーシスをHL60に引起すと、フローサイトメトリー、蛍
光顕微鏡およびヌクレオソーム内DNA断片化で証明された。 
興味深いことに、新たに分離したヒトのリンパ球および多形核白血球は同様な

処理後にアポトーシスに関して影響がなかった。 
50－100μmol/lのヒドロキシチロソールによるHL60細胞の処理によって細胞
をG0/G1期に留め同時に SおよびG2/M期細胞のパーセントを減らすと、フロー
サイトメトリーで定量化したDNA細胞周期分析で示された。 

 
ヒドロキシチロソールは腫瘍細胞において細胞周期を留めアポトーシスを引起

して癌に対する予防作用を発揮するという仮説を、これらの結果が裏付けるので、

ﾊﾞｰｼﾞﾝオリーブ油の重要な成分ヒドロキシチロソールはその抗癌作用の原因と、

示唆される。 
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